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流れのなかで自己の位薗をたしかめなおし，その大きな変化への対応を迫ら

れているといってよい。ダニエル ・ベルはいま到来しつつあるこの新しい社

会形態を「脱工業社会」という名のもとに，その特徴を次のようにとらえて

いる。注① (a)経済領域では工業からサー ビスヘの変化，（b）技術領域では新

しいれ学に茄礎をおく産業（コンビュータ，エレクトロニクス）の侵勢，（c)

社会学領域では新しい技術エリー トと新しいタイプの陪級，階刑の出視であ

る。この脱工業社会を目指して変化してゆく都市型産業のこれからの人きな

変動は，あいりん地区の日屈労働市場にどのような影愕を与えるだろうか。

昭和30年代におけるあいりん地区の日雁労働者の膨似は上に股業，石炭産

菜などの第1次産業からの流入者であった。第 1次産業の就業人口を減少す

ることによって産業構造を近代化し，経済の高度成長をとげたのである。そ

していままさに始まっている脱工業社会においては第2次産業の就業人口を

減少することによって産業構造の一貯の近代化を行うことが目椋とされてい

る。この場合，あいりん地区の日雁労働市場へのその彩聰を考えると次のよ

うな問顕点があるとみてよい。 (1)都市型産業が脱工業社会の方向を指向した

場合，現在のようなn屈労働力への孟要は減少してゆくのではないか。すで
にコンテナーシステムによって港湾尚役の日屈的労働力盃要は 減少してい

る。現在，あいりん地区n屈労働力孟要の約 8割は建設業関係であるが，脱
工業化の一貫として住宅産業がヽンステム匹業化してゆけば，組み合せ，組み

立て，はめ込み式の住宅建設が主流になってゆき，日屈労働力面要は低下し

てゆくのではないか。 (2)2次産業から 3次産業への就業人口の梢造的改革は

可能であろうか。脱工業社会では科学技術が高度に発逹するから，従来の 2

次産業技術エ ・熟練工的労働）Jの需要は低下し，その 2次産業就業人nを3
次産棠就業人口へと転換を計ることも非常に困難であるとすれば，彼らは相

対的過剰人口としての潜在的失業者としてあいりん地区に流入してくるので

はないか。 (3)これと併行して人口の高齢化が進むにつれ，あいりん地区にも

商齢者の停滞的失業者が培｝J「lしてゆくのでないか。 (4)もし国家的フ゜ロジェク

トとしての新関西国際空港建設工事が開始されることになれば，あいりん地

区はどのような彩密をうけるだろうか。たとえばすでにそれを見越した筒易

宿所の増改築がはじまっているが，それにより地価は上昇し，結果的に宿泊

骰，生活校が商騰し， n屈労働者は住めなくなり，その受け皿として郊外に

低料金の簡易宿所梨合地区が形成されるようなことにはならないだろうか。

加暉と生活股は安くなっても，そこはあいりん地区以上の低悪なドヤ街に
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なる危険はないだろうか。

こうみてくると，あいりん地区の問題は局地的，特殊的問題ではな 1都市

型産業社会の変動と深く結びついた口本全体の経済社会的問題としてとらえ

られ，その抜本的な問頴解決がはからるぺき性四の問題である。そのために

は正確な現状常握とそれに基づく問題点の摘出が必要てある。以下，その就

労実態，生活実態を検討し，その問題点をさぐりたい。

II 日雇労働者の就労実態とその疎外的状況

1 あいりん地区の日屈労働力市場的性格とその問題点

日本資本上義成立史において明治20年代が本は的毀木蓄禎明とよばれてお

り，とくに安本主義の内在的，必然的要因によって引き起こされた明治23年

の経済恐慌が日本における近代狡本上義の最初の恐慌といわれている。この

経済恐慌によって上下階図が分極化し，窮乏化した我民や長い間，硲造封建

制の共同体的社会に埋没していた貧民がこの時期に相互扶助的支えを失って

地方や悶村から都市に向って大規模の地域移動をはじめ， 近代都市に沢

し，累積するにつれて， いわゆる近代型都市スラムが形成されたのであっ

た。この時期に日本貧困史の研究上で有名な，鈴木梅四郎「大臣名設町え民

社会の実況紀略」 （明治21年）， 桜田文吾「貧天地日飢寒窟探検品」 （明治

23年）， 横山源之助「日本之下陪社会」 （明治32年）などの著作や報告害が

現われた。もっとも大阪のスラムの歴史は古く，すでに享保17年，難波新川

付近に貧民が集住し，この一常の堀川が極J.t堀とよばれていた。これは難波
御蔵（硲府の租税米介庫）へ米を運ぶために掘られた堀川であり，そこに寄

り集まった下級雅役夫や貧民の住んでいたスラムは封建型スラムの代及であ

る。人阪の近代型スラムの最初のものは，裁波より少し場所を移動した名匹

町（長町）スラムである。明治21年，時事新報に掲載された鈴相毎四郎の

「大阪名逍町貧民社会の文況紀略」や大阪l『南区役所と雑波宮察迅の笈薄に

よる明治21年9月の』』在によれば当時のスラム地区住民は8,532＼で無職

(1,716人），雑菜 (1,106人），屈殺't(1,092人），被I{ri用者 (822¥），マッ

チ製造工 (641人），乞食 (482人） などとなっている。この名辿町は日本橋

巾端から追頓堀川に沿って求へ約 100メート）レほどのふ地裏通りと日本栢か

ら堺筋通の西側を南へ向って1丁I::]から 5丁目へと枠く道筋であったといb

れる。明治19年および明治24年の大阪府令では「 K只術は長町に限る」とな

っていたものが明治31年の術収締規則によって「木只宿は大阪四区の内には
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許可しない」と変更され，長町をはじめ下寺町，日本柄東町などのドヤの貧

民たちはそれらの地区から追いたてられ，当時市外であるが紀州街道の始発

点にあたる釜ケ崎地域へと南下しはじめている。明治33年4月1日，地名改

称が行われ西成郡今宮村のうち 「水渡釜ケ崎」と「釜ケ崎」の地区2丁8反

1畝8歩を「水崎町」と呼ぶことに変更されている。

この地区は現在の釜ケ崎よりやや北側にあたると ころである。明治36年に

第5回内国勧業博翌会が現在の天王寺公園，新世界一帯で開かれるのを契機

に宿取締り規則が強化され，市内の長町，下寺町，日本栢束町などに残存し

ていた貧民は一斉に市内より追い出され，釜ケ崎地区に蛸集しはじめたので

ある。こうして釜ケ崎地区には木負宿が培加し，また1戸 1坪，1軒 4戸の

堀建小屋が次々に建てられ数百世帯が住みついた。小屋の家只は日払いで 2

銭5厘であったという。武田麟太郎の小説「釜ケ崎」において「かつて幾人

かの外来者が，案内人なくしてこの密北地域の奥深く迷い込み，そのまま行

先不明となりしことありときく」と描写されているように，スラム的様相が

裟くなっていったのである。木賃宿も増加し，明治44年に30軒， 大正4年に

40軒，昭和14年には86軒になっている。第2次世界大戦でこの地区も戦災を

うけ，大部分が消滅したが，戦後，日本の経済復興が進むにつれて，股村や

地方からの日庇労働者が大位に流入し，彼らの宿泊所として筒易宿所が急述

に増加し，また日払いアパー ト，低料金の一般アパートも同時に急増した。

昭和30年代，40年代へと経済高度成長期を迎え，一方，大都市では都市型産

業に付随する末端的，臨時的労働力（港湾荷役，陸上迎輸，建設雑役，下詰

製造業） への需要が翡まり，他方，産業構造の近代化政策によってはじき出

された悶民，炭鉱労働者をはじめ多数の流動的失業者が大都市へ移劫し，都

市型産業にとっての新しい労働力の供給源となった。この需要 ・供給の法則

に従って大品の日屈労働者が釜ケ崎地区に集中し，巨大なドヤ街スラムが形

成され，その周辺には貧困世帯が寄り集り，今日のあいりん地区が形成され

た。西成菩察署の調査結果によれば，現在，簡易宿所は 194軒で，収容可能

人員19,611人，日払いアパート36軒，一般アパー ト45軒，旅館31軒までにふ

くれあがっている。

ところで日本の我困階陪の形成過程においては，前記した明治23年の第1

次経済恐慌についで，日泊 ・日硲戦争後の第2次経済恐慌期，大正9年を起

点とする第3次経済恐慌期，世界的経済恐慌にまきこまれた昭和初期の第4

次経済恐慌，および昭和20年を中心とする終戦前後の経済窮乏期の5つの時
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